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異を明 らか に して い る ｡
第 5章で は , メ ッ セ ー ヅ長が指数分布に従う場合の 最適回線容量割当問題の 拡張問題 に つ い て論じ
て い る ｡ 最適割当問題が , 網 内滞留 メ ッ セ ー ジ数 の 最小化問題として解釈でき る こ と から, そ の 拡張
とし て , 回線毎の 滞留メ ッ セ ー ジ数 の ばら つ きを小さく
.
する問題を定式化し , そ の解を与えて い る｡
こ の 問題 が, M eiste r に よ っ て 定式化され た回線毎の 遅延時間の ばら つ きを小 さくする拡張問題と双
対を関係 に あると い う こ とを明確 に論 じ て い る｡
第 6章 は結論で , 本研究で得られた結果をま とめ , あ わ せ て , 今後 の 課題 に つ い て論述 し て い る ｡
論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は コ ン ピ ュ ー タ ･ ネ ッ ト ワ ー ク に お ける メ ッ セ ー ジの 伝送効率, をらびに伝送量に関する
現象の解析 , をらびに伝送効率を向上させ うる ようをネ ッ ト ワ ー ク の設計技法 に つ い て論述したもの
で あ っ て , そ の 成果を要約すると次の通 りで あ る｡
(1) メ ッ セ ー ジの 平均伝送遅延時間を最小 に する ため の 必要十分条件を求め , こ れを最適経路配分定
理と名付 けて , 網内の 経路選択規準と し て用 い うる ことを示 して い る ｡
(2) 最適経路配分定理 に基づ い て , ∂L/∂入 (L :平均待ち行列長, 入 : ト ラ ヒ ッ ク量)を経路選択情
報と し て用 い る方式を提案 し, 従来 一 般 に使用さ れて い る遅延時間推定 に よる方式より , 平均 メ ッ
セ ー ジ遅延時間を小さくでき る こ とを, シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り明 らか に して い る ｡
(3) 計算機網の 設計 に おける重要な問題の 一 つ に 回線容量割当問題がある ｡ 本論文やは メ ッ セ ー ジ長
が 一 般分布 に従う場合 , 総回線容量 一 定 の もと に , 平均 メ ッ セ ー ジ遅延時間を最小 にする回線容量
割当を行うため の 必要十分条件を最適回線容量割当定理 と して導出して い る ｡
(4) 平均 メ ッ セ ー ジ遅延時間の 最小化 が網内滞留メ ッ セ ー ジ数 の 最小化と等価で ある こと に着目し ,
回線毎の 滞留メ ッ セ ー ジ数 の ばらつ きを小さくする問題を定式化し , 解を与え, 2 つ の 拡張問題の
間に 双対関係があ る こ と等を明 ら か に して い る ｡
以上 の ように , 本論文は コ ン ピ ュ ー タ ･ ネ ッ ト ワ ー ク の ト ラ ヒ ッ ク現象の解明 に重要な多くの 示唆
を与えるとと もに , ネ ッ ト ワ ー ク の設計に 際し て , 必要な い く つ か の 知見を得て お り, 通信工学をら
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